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「
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と

権
利
を
守
り
、平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
。
5

月
1
日
、
代
々
木
公
園
で
第
89
回

中
央
メ
ー
デ
ー
が
同
実
行
委
員
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
2
万
8
0
0
0
人
（
東
京

土
建
1
8
1
9
人
）
で
し
た
。

式
典
の
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た

小
田
川
義
和
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
代
表
幹
事
は
「
国
政
を
私
物
化

し
、
9
条
改
憲
に
邁
進
す
る
安
倍

政
権
を
退
陣
さ
せ
る
た
め
力
を
合

わ
せ
よ
う
」
と
訴
え
、
9
条
改
憲

反
対
の
3
千
万
署
名
達
成
、
早
期

の
最
賃
1
5
0
0
円
実
現
、
「
働

か
せ
方
改
革
」
法
案
の
廃
案
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

団
体
決
意
表
明
で
松
本
久
人
本

部
副
委
員
長
は
、
新
国
立
競
技
場

建
設
現
場
で
宣
伝
行
動
を
取
り
組

む
中
で
、
新
規
入
場
者
教
育
の
早

す
ぎ
る
開
始
時
間
を
30
分
遅
ら
せ

る
、
産
業
医
を
配
置
さ
せ
る
な
ど

の
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
経
験
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
年
収
6
0
0

万
円
の
賃
金
を
求
め
て
、
元
請
や

国
・
東
京
都
へ
要
請
し
て
い
く
と

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
東
京
土
建
の
都

内
21
支
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
要
求
を

表
現
し
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
先

頭
に
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

阿部さん（左）を訪問した西東京・第6
分会の山村分会長

【
西
東
京

・
書
記
・
渡

辺
裕
介
記
】

西
東
京
支
部

で
は
支
部
目

標
71
人
に
対

し
、
半
数
を

超
え
る
36
人

の
成
果
で
後

半
戦
ス
タ
ー

ト
。
第
4
次

行
動
で
は
支

部
で
開
催
す

る
「
丸
の
こ

・
熱
中
症
講

習
」「
集
団
健
康
診
断
」の
案
内
、

ま
た
「
新
入
学
祝
金
対
象
名
簿
」

を
活
用
し
、
組
合
員
訪
問
を
行
な

い
ま
し
た
。

目
標
達
成
ま
で
あ
と
1
人
の
第

6
分
会
で
は
、
5
月
に
転
入
し
て

き
た
若
手
の
組
合
員
を
役
員
、
書

記
で
訪
問
。
群
会
議
の
詳
細
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
組
合
加
入
の
き

っ
か
け
な
ど
、
本
人
と
対
話
。
そ

の
中
か
ら
、
組
合
で
利
用
で
き
る

業
務
の
説
明
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、『
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
組
合
へ
』

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
の
社
保
問
題
で
、
労

災
保
険
や
雇
用
保
険
が
必
要
で
取

り
急
ぎ
加
入
し
た
仲
間
は
、
東
京

土
建
の
数
あ
る
制
度
を
あ
ま
り
細

か
く
知
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
月
間
を
最
大
限
に
利
用
し
、

仲
間
に
東
京
土
建
の
こ
と
を
さ
ら

に
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
仲

間
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

2万8千人が代々木公園に集まった
中央メーデーの式典

5
月
1
日
に
第
89
回
三
多
摩
メ

ー
デ
ー
が
、
昨
年
の
多
摩
川
緑
地

公
園
か
ら
井
の
頭
公
園
西
園
競
技

場
に
会
場
を
戻
し
て
、
2
5
0
0

人
（
東
京
土
建

は
1
0
6
1

人
）
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。菅

原
一
茂
実

行
委
員
長
は
、

「
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
要
求
を

大
き
く
掲
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
の

要
求
こ
そ
が
こ

の
悪
政
を
変

え
、
日
本
を
動
か
し
て
い
く
原
動

力
に
な
る
は
ず
。
要
求
の
な
い
と

こ
ろ
に
運
動
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

勇
気
を
出
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

課
題
別
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
渡
辺

副
委
員
長
か
ら
建
設
労
働
者
の
賃

金
や
労
働
条
件
改
善
に
向
け
闘
う

決
意
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を
救

済
す
る
基
金
制
度
の
創
設
、
平
和

で
安
心
し
て
働
け
る
社
会
の
実
現

の
訴
え
と
と
も
に
、
「
土
建
バ
ン

ド
」
を
作
っ
た
元
書
記
局
の
溜
口

さ
ん
と
一
緒
に
「
俺
た
ち
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
」
を
歌
い
、
参
加
者
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
、
吉
祥
寺
通
り
を

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

【
荒
川
・
書
記
・
船
橋
賢
一
記
】

荒
川
支
部
は
春
の
拡
大
を
「
若
手

後
継
者
世
代
・
事
業
所
と
の
つ
な

が
り
を
強
化
す
る
」
月
間
と
位
置

づ
け
て
、
支
部
目
標
81
人
を
掲
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
新
委
員
長
と
副
委
員
長

も
常
任
執
行
委
員
が
未
選
出
の
分

会
に
積
極
的
に
オ
ル
グ
に
入
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

連
休
明
け
の
5
月
か
ら
第
3
次

行
動
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
第
4

次
節
目
標
の
52
人
に
接
近
す
る
51

人
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
分
会
長
が
代
わ
り
、

副
分
会
長
が
40
歳
代
に
交
代
し
た

荒
川
分
会
で
は
、
「
拡
大
ニ
ュ
ー

ス
」や
組
合
員
訪
問
袋
を
持
っ
て
、

組
合
内
事
業
所
や
資
本
従
事
者
を

重
点
的
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仲
間
と
つ
な
が
る
ア
ン

ケ
ー
ト
は
群
会
議
や
労
災
の
年
度

更
新
で
活
用
し
、
ま
ち
の
救
助
隊

や
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
へ
の
入
会
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

分
会
目
標
は
11
人
、
現
段
階
で

す
で
に
6
人
加
入
し
て
い
ま
す
。

「
必
ず
達
成
し
て
、
6
月
の
打

上
式
は
、
新
し
い
仲
間
と
一
緒
に

参
加
し
ま
す
」
と
分
会
役
員
は
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

「俺たちの軽トラック」を歌う
土建バンドの皆さん

行進先頭の参加者

5
月
6
日
、
夢
の
島
公
園
内
に

あ
る
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
で
2

0
1
8
年
平
和
行
進
出
発
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
平
和

行
進
の
創
始

者
と
言
わ
れ

れ
る
西
本
敦

さ
ん
が
1
9

5
8
年
の
第

4
回
原
水
禁
大
会
前
に
、
広
島
か

ら
東
京
へ
行
進
し
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
60
年
目
に
あ
た
る
年
で
、
抜
け

る
よ
う
な
青
空
の
も
と
8
0
0
人

（
東
京
土
建
か
ら
16
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
高
草

木
博
さ
ん
（
日
本
原
水
協
代
表
理

事
）
は
「
今
、
58
の
国
々
が
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、
昨
日
は

パ
ラ
オ
が
条
約
を
批
准
し
ま
し

た
。
朝
鮮
半
島
で
の
平
和
的
解
決

が
進
ん
で
い
る
。
次
の
一
歩
は
、

こ
の
日
本
で
踏
み
出
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
元
気
に
行
進
し

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
参
加

し
た
パ
ト
リ
シ
ア
・
ア
ン
ヘ
レ
ス

さ
ん
や
各
地
で
活
動

す
る
人
た
ち
が
ス
ピ

ー
チ
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参

加
者
は
「
核
兵
器
を

な
く
そ
う
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
東
陽
公

園
に
向
け
て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

東京地裁前集会でコールする
原告と支援者

4
月
27
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
2
陣
第
22
回
期
日
が

東
京
地
裁
1
0
3
号
法
廷
で
開
か

れ
、
地
裁
前
で
3
0
0
人
（
東
京

土
建
は
89
人
）
の
原
告
と
統
一
本

部
に
結
集
す
る
仲
間
が
支
援
集
会

を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
法
廷
で
は
、
東
京
土

建
の
遠
藤
好
一
さ
ん
（
大
工
・
狛

江
）
、
坂
田
武
和
さ
ん
（
タ
イ
ル

・
足
立
）
、
仲
村
通
夫
さ
ん
（
内

装
・
豊
島
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種

に
関
わ
る
現
場
で
の
曝
露
の
実
態

を
証
言
し
ま
し
た
。

こ
の
後
行
な
わ
れ
た
院
内
集
会

で
は
、
東
京
原
告
団
の
宮
島
共
同

代
表
か
ら「
東
京
高
裁
判
決
で
は
、

今
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
一
人

親
方
も
現
場
で
は
作
業
者
、
と
の

画
期
的
な
判
決
が
出
た
。
こ
れ
も

皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
仲
間
へ
の

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
に
取
り
組
ま
れ
た
議
員

要
請
行
動
で
は
、
賛
同
の
意
思
を

示
し
た
議
員
が
さ
ら
に
5
人
増

え
、
そ
の
後
3
人
（
太
田
昌
孝
衆

議
院
議
員
、宮
崎
勝
参
議
院
議
員
、

石
井
苗
子
参
議
院
議
員
）
か
ら
賛

同
署
名
が
届
き
、
合
計
3
7
5
人

の
議
員
の
方
々
の
賛
同
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

求

人
年
収
６
百
万
円
め
ざ
す

中央

松
本
副
委
員
長
が
決
意
表
明

核
兵
器
な
く
そ
う

６０
周
年
に
８
０
０
人
で
行
進

要
求
高
く
掲
げ
て

三多摩

土
建
バ
ン
ド
も
歌
を
披
露

東京原告が証言
賛同署名３人ふえる

ア
ス
ベ
ス
ト

豊かな制度伝える
講習、新入学祝金で対話

事
業
所
を
重
点
的
に

荒川

新
体
制
の
荒
川
分
会
奮
闘

目
標
達
成
し
新
加
入
者
と
一
緒
に
打
上
げ
へ

目
標
達
成
し
新
加
入
者
と
一
緒
に
打
上
げ
へ

西
東
京


